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［昔の生活］［昔の生活］

　下水道が整備される前は、し尿は畑などで肥料として使っていたので、水路や河川が汚れることはほと
んどありませんでした。しかし、人口の増加・産業の発展により、汚れた水の処理が追いつかなくなり、
伝染病が発生したりしました。さらに、大雨の時には家が水に浸かるようになりました。
　福山市では戦災の復興事業と同時に、1952年（昭和27年）に福山駅を中心とした市街地から下水道の整備
を始めました。そして1966年（昭和41年）9月から汚れた水を浄化センターできれいにして、川や海に戻す
ようになりました。この頃に整備された下水道は「合流式」で、汚れた水と雨水が同じ下水道管を通って浄化
センターに流れます。それに対して、近年の下水道は「分流式」がほとんどで、雨水はそのまま水路や側溝
から川や海に流れ、生活などに使われて汚れた水だけが下水道管を通って浄化センターに流れます。
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　水道ができる前は、川の水や井戸水をそのまま使って生活していました。
　今から約 400 年前の江戸時代はじめ、福山城主の水野勝成が、土管や木管などで芦田川から蓮池（どん
どん池）まで水を引き、城下町で使用していました。この水道を「旧水道」と呼び、その長さは約 14km で、
日本で最も古い水道の一つ（全国で 5 番目）でした。
　しかし、川の汚れによる伝染病の発生や、人口の増加・産業の発展で大量の水が必要となったため、1916
年（大正 5 年） 7 月 1 日、福山市の誕生と同時に、「近代水道」の建設に取りかかりました。そして、1925 年（大
正 14 年） 11 月、熊野町の貯水池を水源として、自然流下で佐波町の浄水場から市内へ給水を開始しました。
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1925年（大正14年）......佐波浄水場給水開始
1959年（昭和34年）......出原浄水場給水開始
1960年（昭和35年）......三川ダム完成
1967年（昭和42年）......中津原浄水場給水開始
1998年（平成10年）......八田原ダム完成
2004年（平成16年）......千田浄水場給水開始
2016年（平成28年）......出原浄水場更新事業完成
2025年（令和 7 年）......福山市水道 通水100周年
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旭川
あさひかわ

配水管
はいすいかん

鹿児島
かごしま

福山

　福山市内で 1 日に使う水の量は、
約 12万 8千㎥（立方メートル）です。
　学校のプールに入れると、約 427
杯分になります。

▶野菜くずやごみはネットをかけて、排水口に流さないようにしましょう。
▶汚れのひどいお皿などは、紙で汚れをふきとって洗いましょう。
▶油は新聞紙などに吸わせて、燃えるごみとして捨てましょう。
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　　よご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よご　　　　　　　　　　　　　　 あら
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福山市上下水道局
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かんきょうしょう はいすい
引用：環境省｢生活排水読本｣

●おわん 1杯（180㎖）のみそしる
ぱい

家では

お風呂（300ℓ）4.7 杯
　 ふ　ろ　　　　　　 　　　　　　 はい

●牛乳びん 1本（200㎖）
ぎゅうにゅう

お風呂（300ℓ）11杯
　 ふ　ろ　　　　　　　　　　　　 ぱい

1 日に使う水の量
りょう

配水管の長さ
はいすいかん

料金の比較
りょうきん ひかく

1 人が 1日に使う水の量
りょう

1 日に処理する汚れた水の量
しょり よご りょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  りょう　

やく　　　　　　　　　　　　　　りっぽう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 やく

 はい

1m

1m

1m

バケツ 1杯　10ℓ
ぱい

　福山市内で 1 日に処理する汚れた
水の量は、約 10万 3千㎥（立方メー
トル）です。
　学校のプールに入れると、約 343
杯分になります。

学校のプール 1杯＝300㎥（立方メートル）
　（25m×12m×1m）

ぱい りっぽう

1 ㎥（立方メートル）
＝1,000ℓ
（1m×1m×1m）

りっぽう

　福山市内の家庭で 1人が 1日に使
う水の量は、約 200ℓです。
　バケツに入れると、約 20 杯分に
なります。

　　　　　　りょう　　　　やく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  やく　　　　 ぱい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しはん

　　　　　　　　　　　　　 ねだん　　  くら

 やく

　福山市の水道水と市販のミネラル
ウォーターの値段を比べると…
　ミネラルウォーター（500mℓ）1本
100円とすると、水道水なら
約 1,270 本分になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょり　　　　　よご

　　　　りょう　　　やく　　　　　　　　　　　　　　 りっぽう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 やく

 ばい

　福山市内の配水管を一本にしてつ
なぐと、その長さは、約 2,800km
にもなります。
　鉄道路線にすると、だいたい九州
の鹿児島駅から北海道の旭川駅まで
にあたります。

　　　　　　　　　　　　　はいすいかん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  やく

　　 て つ ど う ろ せ ん

　　  か ご し ま えき　　　　　　　　　　　　   あさひかわえき

じょうきょう

1 本あたり
100円

1本あたり
約 0.08 円
やく

1m

12m

25m

数字で見る福山の水道・下水道6

水を汚さないために7
よご

ミネラルウォーター
（500㎖）
1本

福山市の水道水
（500㎖）
1,270 本＝100 円

ぴゅありー

名前
なまえ

年　　月　　
日

くりん

汚れをうすめて、
魚がすめる水に
するためには、
こんなに水が必
要です。

よご

　　　　　　　　　　　　　　ひつ

よう


